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に
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安
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ぎ
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美
意
識
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、
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ら
れ
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よ
う
な
、
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ら
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に
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問
十
七

木
と
深
く
結
び
つ
い
た
日
本
の
「
木
の
文
化
」
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
ま
す

「
室
内
と
戸
外
に
つ
な
が
り
」
が
あ
り
「
自
然
の
中
に
溶
け
込

。

ん
」
だ
住
ま
い
に
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
こ
と
、
ま
た

「
仏
教
の
無
常
観

「
自
然
も
社
会
も
常
に
移
り
変
わ
る
も
の
と
悟
っ
て
い
た
。
そ

、

」

の
法
則
に
さ
か
ら
わ
な
い
で
暮
ら
し
て
い
く
の
が
、
日
本
人
の
生
き
方
」
と
い
っ
た
部
分
に
着
目
し
、
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
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